
(2)

③

2

亀∫レ

'(そ の1)

、弐 注意(Dこ の表紙に記載する内容は、事務担当者の欄を除き、政治団体に関して届け出た内容と一致すること。
記載した内容を訂正する場合は、会計責任者の押印が必要です、

※該 当す る区分 に 「/」 を付す こと。

政 治 団 体 の 区 分

26161一

台 団 体 の 名 称

卸,

3代 表 者 の 氏 名 増永 保

「事務担当者
の氏名 、

4会 計 責 任 者 の 氏 名 森谷 捷司

森嶋 康長

提出にあたっては、記載 されたページのみ提出 して ください。

収 支 報 告 書(平 成25年 分)

ふりがな)(ぜ い りしによるのだよ しひ ここうえんかい)

税 理 士 に よ る野 田佳 彦 後 援 会

【コ 政党の支部 口 政 党

凹 耀 鰹麟 団 □ 政治飴 団体

□ 喬鶴 錯 治 臼 辮 羅 潔 商体

轡
活 動 区 域 の 区 分

王たる畢携所 の所在2船 橋市本町１－１０－１０船橋商工会議所会館504
隠2以 上の都道府県の区域等

巳 同一の都道府県の区域内

資 金 管 理 団 体 の 指 定 の 有 無

ノ

国 会 議 員 関 係 政 治 団 体 の 区 分 図 無

口 有

(以下 指 定有 の揚 合 のみ記載)

公 職 の種 類

(現職 ・候補者の別)

資金管理団体の届出
をした者の氏名

公職 の種 類 衆議院議員

(現職 ・候補者の別)(現 職)

(政治資金規正法第19条 の7第1項)

口 第1号 に係 る国会議員関係政治団体

図 第2号 に係 る国会議員関係政治団体

公職の候補者の氏名 野田 佳彦

047-433-3211(電話)

㌦
卜

r馬1

【留意事項】

国会議員関係政治団体については,1万 円

を超 える支出を記載 し,コ ピー機によ り複写

した領収書の写 しを添付すること。

なお,す べての領収書 を保管する こと,,
㌧ ノ

国会議員関係政治団体に関する例の適用期間 資 金 管 理 団 体 の 指 定 の 期 間

回1年 を通じて適用

〔]対象年の途中での適用の異動あり

(異動あ りの場合のみ以下を記入)

か ら まで

口1年 を通じて適用

口 対象年の途中での適用の異動あり

(異動あ りの場合のみ以下を記入)

か ら まで

処理欄(下 欄には駕 毒記載 しないこと〉 異動

薗

縢】イ本 コ ー ダ 年分 購 蓑 番 行 番 届 患 年1尋 日 1 薪規 整理番号 翌年への繰越金
0

4

!

33 71タo

6 ?

ユ ξr1

9 柑i

O目

13 コ4 1侭

00000ユ60

誓

6 0 窪
2 修正

479,/9タ3 取消
■r

(H21.11/2,500}
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匝 匝1収 支 の 状 況
(そ の2)注 意 ・収 支が ない団体 にあって も、本表0200と 表1600及 び(そ の18)宣 藝書は提 出 しなけれ ばな らない.

1.収 支 の 総 括 表

全団体必要

14167788

(1)収 入 総 額(①+②)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …7■ ■ ← 0 1 0
十億 百万 干

728
円

923ノ

①(前 年 か ら の 繰 越 額)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 2 0 118 910/

②(本 年 の 収 入 額=囚+回+回+回+回+回+回)・ ・ ・・…: 0 3 0 610 013 /

(2)支 出 総 額(表1400の 合 計 額)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 4 0 249 729/

(3)翌 年 へ の 繰 越 額((1)一(2))・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 5 0 479 194/

2.収 入囎 別金額の内訳 ※収支がなし・胎 であっても 上欄にはすべて記入すること.」

(D個 人の負担する党費又は会費

金 額 囚 ・ 一 一 一"　 '''"　 ''''''" 0 6 0
十億 百万 干

δ

員 数 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … 0 7 0 σ

(2)寄 附

ア 寄 附(イ を 除 く 。)の 区 分 行 番 金 額 備 考

(ア)個 人 か ら の 寄 附 一 0 8 0
十億 百万 干

10,
円

000、 内 訳 を表0600へ 記 載 す る こ と。

〔 う ち 特 定 寄 附 〕 一 0 9 0 0

(イ)法 人 そ の 他 の 団 体 か ら の 寄 附 1 0 0 0 内 訳 を表0611へ 記載 す る こ と。

(ウ)政 治 団 体 か ら の 寄 附
1■■■巳一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■■■■一 一 一 一 一 幽■■且■■■國■國■■■一 一

小 計(ア)十(イ)+(ウ) 盟

1

1

1
■■■■一 一 一 一

2

0

0
一 一 一 一 一 一 ■一 冒暉■曜一

600,
■■■■一 一

610,

000、
■■■圃 一 一 一

〇〇〇

内 訳 を表0620へ 記載 す る こ と。
一 一 一 一 一 一 ■一■一 一 一1■ ■幽一 一 一 一 一

〔寄附の うち寄附 の あっせ ん による もの〕 一 1 3 0 0 内訳を表070□ へ記 載す ること。

イ 政 党 匿 名 寄 附 1 4 0 0 内 訳 を表1000へ 記載 す る こ と。

合 計 回(ア+イ) , 1 5 0 610, 000/

※ 「特定寄附」とは、候補者等が、政党から受けた政治活動用資金を自己の資金管理団体に寄附したものをいう。

※ 「政党匿名寄附」とは、政党が街頭や講演会等で受けた一件千円以下の寄附をいう。
全団体必要



.、こ

`ヤ

唖 臆 蟹 テ懲 麟 総 隙 鞭も籠、撫黙 駕縢繍旛轟 駅 拙
(そ の6)

(6)そ の他 の収 入

1416
摘 要

1776
金 額

7788

収 入
年 月 日

備 考
・灘
. 十億 百万 千 円
欝糞
象灘奨照
舞

;;無
雛;

葦嚢 葺{
≡灘 .

無≡
・ ・脇 謎{

島

雛繋 冒

藩羨

奪灘1 鰹

h

自 {訟

蕪 爵
此焦

由

講
;欝

..蓮
;駅

_甘 ㌃≡滞醤
㌔

護毒襲鎌

懸
"凱 撫≡

譲 葺
:浬.甘

響
≡譲

葺繊.頑 驚蕪1

鋤 こ の 頁 の 小 計 0
→※10万 円未満 のその他の収入 にっいては、

合算 してこの欄 に記載すること。饗難無 鍵
1件10万 円 未 満 の も の 13

螺藁 合 計[司 13
"増

一樺 Ω}
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ご

注意(1)年 間5万 円以下の寄附を受 けた場合には、合算 して 「その他の寄附」欄に記載 してもさしつかえない。

画 蕪 毒懸 難 驚 露講撚 羅 蕪灘 養尋繍 灘 編 鞠 と記載すること.
(そ の7)個 人

(7)寄 附 の 内 訳(個 人) 寄 附 者 の 区 分 個 人

1416 17寄 附 者 の 氏 名76 77金 額88 年月日 呂9住 所1。 呂 職 業 備 考

8 0 0 こ の 頁 の 小 計
} 0

一〉 ※ 年間5万 円以下の寄附を受けた場合には
、合算 して 「その他の寄附」欄

に記載 してもさしっかえない。
ただし、租税特別措置法の規定の適用を受 けたい場合は、寄附者 ごとに記載

す ること。

数ページに及ぶ場合には、最後のページにのみ 「合計」を記入す ること。

8 1 0 そ の 他 の 寄 附 } 10, 000

9 0 0 合 計 ; 10, 000 〉 ※



、凸噸

こ:

1013注 意(1)本 部 また は支部 か ら受 けた交付金 は、表0450へ 記載 し、本表 には計上 しないこ と。

回亜8籍 醐 顯 雛 騰 精 命鶏 醸 雛 よ の他の寄附」欄に記載してもさしつかえ帆

(その7)政 治団体

(7)寄 附 の 内 訳(政 治 団体) 寄 附 者 の 区 分 政治団体

1416 17団 体 の 名 称76 77金 額88 年月 日 8g主 た る 事 務 所 の 所 在 地108 代表者の氏名 備 考

鱗腎
甲

凱:凱

千葉県税理士政治連盟
十億 百万 干 円

350,000 H25.3.28 千 葉 市 中央 区 中 央 港1-16-12 富澤 康人

階聚
逐 哩

千葉県税理士政治連盟 250,000 H25,12.6 千 葉 市 中央 区 中 央 港1-16-12 富澤 康人

難
,蓑 ≡妻薫

甘 ≒蝉

浦嚢;鎌
鰭婁

蔑 此 ℃

一輩甘 甘
・無 耽麟ミ

品 甘冊阜 臥 皆此 ‡胡

塘此{
此甘
叢、

鱒 .≡ 塘

蕪藁糞

灘 難饗.

難羅

評 中

中 中

。 畑 警塑灘馨
甘 ㌃ 甘

撫 議
残瀞

㌔ 此 享 詣

此罐
灘

置由

艦蝋 鷲賦 軒哩‡澱 珪

こ の 頁 の 小 計 600,000
_∫ ラ ※ 年間5万 円以下の寄附を受けた場合には、合算 して 「その他の寄附」欄に記載 してもさしつかえない

.
ノ

〉 ※ 数ペー ジに及 ぶ場 合 には、最後 のペ ー ジにのみ 「合 計」 を記入す ること。

1夢ll藤ll穫・ そ の 他 の 寄 附 0

醸. ;1蓑 合 計 600,000



支撚が存在する誘含は、下麦 に従い必要轡類を添付すること(詳細については溺紙その14、 その上5及び表上500の濡意轡 きを参照、)昏

、・,

1013∴[亜 回 泣酬

(その13)

3.支 出 項 目別 金 額 の 内 訳

禰 体 区 分 欄響彗に詑載する金額 経常経望納 訳書(その三4}敢治活搬費海訳書{その15}1敢濤活動費内譲書く褒15(}9)1

岡会議鰻関係政溶鋼体 1件 工万円を超える支撫
ゆ ピー機によ導

窪写した鎖載書

の豆{∫uが必要

必要

必要
政搬資金バーテイーを

開催した嚇含に必要上ll琶継外の敗油団捧
倣 覚・費金管理翫体・寮援金警}

1件5万 円以上の支撮
不要一

遇資金管理朧偉は必要一

一

(1)支 出の総括表

項 目
1416 金 額778B 備 考

1経 常 経 費
0 1 0

+堪 百万 堪 円
E

(1)人 件 費 1 1ミ

(2)光 熱 水 費 0 2 0 1
幸

{

(3)備 品 ・ 消 耗 品 費 0 3 0 1
{ミ

(4)事 務 所 費
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ■■隔 一 ■閣■「■「一 一 一 一 一

小 計((1)～(4))

0
-一 一

8

4

0

0

0

1一 一 一 一 一「凹 一

}

一一2響 一q59二

22}050匪

一 幽■彊■■一 一 一 一 一 一 ■一 一 一 一 ■■■■■「■■■■「一 一 一 一 一 一 一 一 一

一

2政 治 活 動 費
一 一一
0 5 0

+帽 筋 絹 円
一一一 一 一 一一一一一 一 一 一 一 一 一7-一 一　 7-7--一 一 一

(1)組 織 活 動 費
ヨ
ミ

i

2271679/
晶 凸」一 　

うち本部 ・支部間の交付金 円

(2)選 挙 関 係 費 0 6 0 1
毛

10 うち本部 ・支部間の交付金 円

(3)機 関紙 誌 の発 行 そ の他 の 事 業 費 ※計 → 0 7 0 1
ミ {0 うち本部 ・支部間の交付金 円

　

内

墾

ア 機関紙誌の発行事業費 0 8 0 { 10 うち本部 支部問の交付金 円

一

イ 宣伝事業費 0 9 0 {
著 {0 うち本部 支部聞の交付金 円

ウ 政治資金パーティー開催事業費 1 0 0 1
誓 {0 うち本部 支部間の交付金 円

エ その他の事業費 1 1 0 {ミ {0 うち本部 支部問の交付金 円

④ 調 査 研 究 費 1 2 0 1
{ {0 うち本部 ・支部間の交付金 円

(5)寄 附 ・ 交 付 金 1 3 0 {
ミ

;0 うち本部 ・支部聞の交付金 円

(6)そ の 他 の 経 費
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

小 計((1)～(6))

1
-一 一

8

4

0

0

1

1
-一 一 一 亨 一 一 一 一 一 一 ≡一 一 一 一

}2271679

10 うち本部 ・支部問の交付金 円
一 幽■幽■一 ■圃國■「■圏圃■一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一1■ ■隔圏一 一 一

本部 ・支部間の交付金合計 円

→ 合 計 9 0 0 1
i

249ワ29/塞
※本 表070行 には080行 ～110行(ア ～エ)の 合計 を記入 す ること。



、べ

孟

注意(D経 常経費(人 件費を除く。)の 支出があれば、必ず本表の提出が必要である.

② 項目別区分は、 「光熱水費」、f備 品 ・消耗品費」、f事 務所費」 とし、それぞれ別葉として作成すること.

㈲ ①国会議員関係政治団体:1件 当たりの金額が⊥互巴超の支出について記載し、コピー機により複写 した領収書の写 しを添付すること。

②それ以外の政治団体:1件 当たりの金額が5万 円以上の支出について記載し、コピー機により複写 した領収書の写 しを添付すること。

④ 領収書を徴 し難かったものについては、 「領収書等を徴し難かった支出の明細書{別 添第8号 様式)」 を提出すること。

(5)金融機関等への振込による支出は、 「領収書等を徴し難かった支出の明細:書(別 添第8号 様式の2)」 に振込明細書の写しを添付 して提出すること。(そ

の14)

資金管理団体用
国会議員関係政治団体用

(2)経 常経費(人 件費 を除 く。)の 内訳 項目別区分 事務所費

支 出 の 目 的
来具体的に記入するこ

金 額 年 月 日
支 出を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を 受 け た 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地)

備 考

監査報酬費
ノ

十億 百万 千

21
円

000/ H25.5.27 / 松崎美和税理士事務所/ 船 橋 市 本 郷 町637-2ル ーラル6番館402号 ノ

}
こ の 頁 の 小 計 21toOO

※1件 当た りの金額が、国会議員関係政治団体:1万 円以下、それ以外の〉

政治団体:5万 円未満の支出は、一括 してその合計額を 「その他の支出」

欄に記載すること(領 収書の写しも不要)。
なお、国会議員関係政治団体はすべての領収書を保管すること。

そ の 他 の 支 出 11050
合 計 22ゆ50/



、べ

読 注意(1)政 治活動費の支出があれば
、必ず本表の提出が必要である。ただし、政治資金パーティー開催事業費については、表1500へ 記載すること。

② ①国会議員関係政治団体:1件 当たりの金額が∠L互巴超の支出について記載し、コピー機により複写 した領収書の写しを添付すること。r

② それ以外の政治団体(政 党 ・資金管理団体 ・後援会等)1件 当たりの金額が5万 円以上の支出について記載し、コピー機により複写 した領収書の写 しを添付すること。

(3)領 収書を徴 し難かったものについては、 「領収書等を徴 し難かった支出の明細書{別 添第8号 様式)」 を提出すること。

{4)金 融機関等への振込による支出は、 「領収書等を徴 し難かった支出の明細書(別 添第8号 様式の2)」 に振込明細書の写しを添付 して提出すること。

㈲ 項目別区分は、総括表の項目を、適宜、小分類 し、それぞれ別葉 として作成すること。

(例)組 織活動費{大 会 費)選 挙関係費(公 認推薦料)機 関紙誌発行事業費(印 刷費)宣 伝事業費(ビ ラ等作成費)そ の他の事業費{講 演会開催費)寄 附・交付金(寄 附金)
"(行 事 費)"(陣 中見舞)川{原 稿料)"(新 聞等広告料)"(バ ザー開催費)〃(支 部交付金)

"(組 織対策費)"(選 挙対策費)川(発 送費)"(宣 伝用 自動車の"(賛 助金)

〃(交 際 費)"{人 件費}購 入 ・維持費)調 査研究費{研 修会費)そ の他の経費(借 入金返済)

」'(渉 外 費)"{遊 説 費)"{書 籍購入費)〃(貸 付金)

(そ の15)(4)支 出 の 目的 は 具 体 的 に記 入 す る こ と。 「一一一〉 ※上記例を参照 の上 、項 目を記載す ること。例:組 織活動費(大 会費)

(2)政 治活動費の 内訳 項目別区分 組 織 活 動 費(組 織活動費)

支 出 の 目 的
来具体的に記人すること。

金 額 年 月 日
支 出を受 けた者 の氏名
(団体にあっては、その名称)

支 出 を 受 け た 者 の 住 所
(団体にあっては、主たる事務所の所在地) 備 考

会合費
'

十億 百万 干

83
円

737∠
H25.7.18 船橋グランドホ〒ル㈱/ 千葉 県船橋市 本町7-11-1/

会合費/ 143 942/ H25.12.27 / ㈱ ナベ サン ど 千葉県船橋市本町2-25-25

こ の 頁 の 小 計 227 679イ ※1件 当た りの金額が、国会議員関係政治団体:1万 円以下、それ以外の政治団体(政 党 ・資金

_」一〉 管理団体 ・後援会等):5万 円未満の支出は、一括 してその合計額を 「その他の支出」欄に記載す
ること(領 収書の写しも不要)。

なお、国会議員関係政治団体はすべての領収書を保管すること。

l

l

そ の 他 の 支 出 0

合 計 227 679



読

1013注 意(1)す べ ての団体 が提 出す るもの である こと。

匝 匝18幣 罐 離 懸 韓聲灘 難 罐 諮昌識 象 讐斜伽 蜘 を付すこと゚
(その17)資 産 等 の 状 況

1資 産等の総括表

全団体必要

資 産 等 の 有 無

資 産 等 の 項 目 別 区 分
1416

有 ※注(3)参照
88

無 備 考

ア 土 地 0 1 0 口 凹

イ 建 物 0 2 0 口 騒

ウ 建物の所有を目的とする地上権又は土地の賃借権 0 3 0 口 回

工 取 得 の 価 額 が100万 円 を 超 え る 動 産 0 4 0 o 回

預金(普 通 預金 及 び当座 預金 を除 く。)若 しくは貯金(普オ
通貯金 を除 く。)又 は郵 便貯 金(通 常郵便 貯金 を除 く。)

0 5 0 口 凹

力 金 銭 信 託 0 6 0 口 回

キ 有 価 証 券 0 7 0 口 図

ク 出 資 に よ る 権 利 0 8 0 口 臼

ケ 貸 付 先 ご との 残 高 が100万 円 を 超 え る 貸 付 金 0 9 0 口 団

コ 支 払 わ れ た 金 額 が100万 円 を 超 え る 敷 金 1 0 0 口 凹

サ 取得 の価 額が100万 円を超 え る施 設 の利 用 に 関す る権 利 1 1 0 口 凹

シ 借 入 先 ご との 残 高 が100万 円 を 超 え る 借 入 金 1 2 0 [コ 図

全団体必要



・°'

(そ の20)

自
旦 誓 圭

全団体必要
目

添 付 書 類(別 添の とお り)

[ヨ領収書等の写 し

図攻治資金監査報告書(国 会議 員関係政治団体に限る。)

※添付 した書類の 「□」 に 「/」 を付す こ と。

平 成26年5月

税理士 に よる野 田佳 彦後援 会

26目

この報告書は、政治資金規正法に従 って作成 した ものであって、真実に相違 あ りません。

政 治 団 体 の 名 称

会計責任者 の氏名 森谷 捷司 ⑳
※解散の場合以外は、代表者の氏名は記入しないこと(通 常は未記入となります。

一

)。

㊥)(代 表 者 の 氏 名

※解 散の場合 は、解散届 も必要 とな ります。

全団体必要



政治資金監査報告書

平成26年5月26日

税理士による野田佳彦後援会

代表 増永 保 殿 登録政治資金監査人

綱 穐 ㊧
登録番号 第1976号

研修終了年月日 平成21年6月29日

1 監査の概要

(1) 私は 、政治資金規正 法(以 下 「法」 とい う。)第19条 の13第1項 の規定に基づ

き、税理 士に よる野 田佳彦後援会の平成25年1月1目 か ら平成25年 ⊥2.月31日

までの法第12条 第1項 に規定する報告書並びに当該報告書に係る会計帳簿、明細書、

領収書等、領収書等を徴 し難かった支出の明細書等及び振込明細書(以 下 「会計帳簿

等 の関係書類」 とい う。)に つ いて 、支 出に関す る政治 資金監査 を行 った。

(2) この政治資金監査は、法第19条 の13第2項 に定める ところによ り政治資金適正

化委員会が定める 「政治資金監査に関する具体的な指針」〔以下 「政治資金監査マニ

ユ アル 」 とい う。)に 基 づ き行 った 。

(3) 私の責任は、外部性を有する第三者として、国会議員関係政治団体の会計責任者の

作成した会計帳簿等の関係書類について、政治資金監査マニュアルに基づき政治資金

監査を行った結果を報告することにある。

(4) この政治資金監査は、税理士による野田佳彦後援会の主たる事務所において行った。

2 監査の結果

私が実施した政治資金監査の結果は、以下のとおりである。

(1) 法第19条 の13第2項 第1号 に規 定す る事項 にっいて、会 計帳簿 、明細書、領収

書等が保存されていた。

(2) 法第19条 の13第2項 第2号 に規 定す る事項 について、会計帳簿 には、当該 国会

議員関係政治団体に係るその年における支出の状況が記載され、かっ、当該国会議員

関係政治団体の会計責任者が当該会計帳簿を備えていた。

(3) 法第19条 の13第2項 第3号 に規定す る事 項にっいて、法第12条 第1項 に規定

する報告書は、会計帳簿、明細書、領収書等に基づいて支出の状況が表示されていた。

(4) 法第19条 の13第2項 第4号 に規定する事項にっいて、領収書等を徴し難かった

支出の明細書等は、会計帳簿に基づいて記載されていた。

3 業務制限

税理士による野田佳彦後援会と私との間には、法第19条 の13第5項 の規定に違

反 す る事実は ない。

また、税理士による野田佳彦後援会と政治資金監査の業務を補助した使用人その他

の従業者 との間 において も、同様 であ る。

以上


